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理
事
長
就
任
の
ご
挨
拶

こ
の
度
、
平
成
二
十
六
年
度
か
ら
二
十
七
年
度
に
わ
た
る
二
年
間
、
理
事
長
を

仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。
も
と
よ
り
そ
の
任
に
非
ず
と
自
認
し
て
は
お
り
ま
す
が
会

員
諸
氏
、
関
係
各
位
の
ご
協
力
ご
支
援
の
も
と
任
務
を
全
う
し
た
い
も
の
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
二
年
に
公
益
社
団
法
人
に
移
行
。
平
成
二
十
四
年
か
ら
展
覧
会
開
催

会
場
も
六
本
木
の
国
立
新
美
術
館
か
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
な
っ
た
東
京
都
美
術
館
に

戻
り
ま
し
た
。
先
輩
諸
氏
の
ご
努
力
に
よ
り
日
本
彫
刻
会
の
新
し
い
体
制
が
整
い

ま
し
た
。
長
い
歴
史
を
持
ち
、
世
界
に
類
を
見
な
い「
彫
刻
家
の
み
」の
組
織
が
日

本
の
現
代
社
会
の
中
で
ど
の
よ
う
に
機
能
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
が
、こ
れ
を
継
承
す
る
私
共
の
正
念
場
で
あ
り
ま
す
。

委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
も
一
新
さ
れ
、
い
よ
い
よ
本
格
的
に
公
益
社
団
法
人
と
し
て
一
層
の
充
実
を
図
る
時
期
が
や
っ

て
き
ま
し
た
。

日
本
彫
刻
会
の
歴
史
と
伝
統
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
即
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
二
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
「
社
会
貢
献
」
と
「
原
点
回
帰
」
を
提
唱
い
た
し
ま
す
。

「
社
会
貢
献
」
と
は
対
外
的
な
活
動
で
す
。
美
術
彫
刻
を
中
心
に
し
た
種
々
の
活
動
、
研
究
会
、
講
演
会
、
出
版
事
業

な
ど
の
広
報
活
動
、
そ
し
て
、
新
設
し
た
「
鑑
賞
支
援
部
」
に
よ
る
鑑
賞
企
画
の
さ
ら
な
る
充
実
を
含
め
た
種
々
の
啓

蒙
活
動
で
す
。
こ
れ
が
彫
刻
理
解
者
を
増
や
す
こ
と
に
も
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

「
原
点
回
帰
」
と
は
対
内
的
、
自
分
に
対
す
る
活
動
で
す
。
彫
刻
家
ひ
と
り
ひ
と
り
の
内
容
の
充
実
で
す
。
彫
刻
と
絵

画
は
純
粋
に
「
美
」
を
追
及
す
る
芸
術
で
あ
り
決
ま
っ
た
方
式
は
あ
り
ま
せ
ん
。
各
自
が
新
し
い
作
品
表
現
に
挑
戦
す

る
な
ど
自
由
に
で
き
る
ジ
ャ
ン
ル
で
す
。
各
自
が
作
家
と
し
て
の
多
方
面
に
わ
た
る
可
能
性
を
追
求
し
多
様
性
を
示
し

て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
こ
の
多
様
性
を
示
す
こ
と
が
、
現
代
に
生
き
る
我
々
に
課
せ
ら
れ
た
課
題
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。
具
体
的
な
活
動
に
つ
い
て
は
圓
鍔
委
員
長
を
は
じ
め
、
各
部
門
に
人
材
を
得
ま
し
た
。
加
え
て
会
員
諸
氏

の
協
力
を
得
て
充
実
し
た
も
の
に
し
て
参
り
ま
す
。
会
員
諸
氏
の
自
主
研
鑽
の
結
果
が
「
日
彫
展
」
の
充
実
、
そ
し
て

明
日
へ
と
つ
な
が
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
地
に
足
を
つ
け
た
活
動
、
さ
ら
に
身
の
丈
に
合
っ
た
活
動
を
心
が
け
な
が
ら
、

一
致
団
結
し
て
現
代
を
リ
ー
ド
す
る
彫
刻
作
品
に
よ
る
「
日
彫
展
」
を
創
っ
て
い
き
た
い
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

理
事
長
就
任
に
際
し
所
感
の
一
部
を
述
べ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
本
彫
刻
会
理
事
長

山
　
本
　
眞
　
輔

こ
の
度
、
理
事
会
に
お

い
て
委
員
長
の
大
役
を
仰

せ
付
か
り
ま
し
た
。

非
力
を
自
認
し
て
お
り

ま
す
が
、
新
理
事
長
の
山

本
眞
輔
先
生
の
ご
指
導
の

も
と
、
新
委
員
の
皆
様
と
共
に
、
二
年
間
職
責
を
果
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

昨
今
の
社
会
の
め
ま
ぐ
る
し
い
変
化
の
中
に
あ
っ
て
、

経
済
が
良
く
な
っ
て
く
れ
な
い
と
色
々
な
所
に
影
響
が

出
て
、
今
、
日
彫
会
も
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
か
か
え
て

お
り
ま
す
。
守
る
べ
き
も
の
は
守
り
な
が
ら
柔
軟
性
を

持
っ
て
対
処
し
、
日
彫
会
が
よ
り
魅
力
の
あ
る
団
体
と

な
る
為
に
、
少
し
で
も
お
役
に
立
て
ま
す
様
、
委
員
一

同
努
力
致
し
て
ま
い
り
ま
す
。

皆
様
方
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
申
し
上

げ
ま
し
て
、
委
員
長
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

委
員
長
就
任
の
ご
挨
拶

日
本
彫
刻
会
委
員
長

圓
　
鍔
　
元
　
規

─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h───
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平
成
26
年
度 

日
本
彫
刻
会
総
会

平
成
26
年
1
月
24
日
（
金
）
午
後
3
時
か
ら
日
展
会

館
に
お
い
て
第
85
回
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

出
席
者　

正
会
員　

2
1
1
名
（
内
委
任
状
1
6
5
名
）

　

定
款
17
条
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
総
会
成
立

第
一
号
議
案　

平
成
25
年
度　

事
業
報
告
承
認
の
件

第
二
号
議
案　

平
成
25
年
度
決
算
報
告
承
認
の
件
・

　
　
　
　
　
　

監
査
報
告

第
三
号
議
案　

第
44
回
日
彫
展
開
催
に
関
す
る
件

第
四
号
議
案　

会
員
資
格
喪
失
の
件

第
五
号
議
案　

会
員
状
況
承
認
の
件

第
六
号
議
案　

役
員
改
選
の
件

　

理
事
長　

山
本
眞
輔

　

委
員
長　

圓
鍔
元
規

　

会
務
委
員
（
10
名
）

　
　

庶
務
部　

石
黒
光
二　

山
﨑
茂
樹　

小
宮
山
美
貴

　
　
　
　
　
　

小
橋
暁
子

　
　

企
画
部　

堀
尾
秀
樹　

吉
岡
徹　

堀
龍
太
郎

　
　
　
　
　
　

小
関
良
太

　
　

会
計
部　

寒
河
江
淳
二　

九
後
稔

　

出
版
・
広
報
委
員
（
6
名
）

　
　
　
　
　
　

村
井
良
樹　

上
田
ふ
み　

長
谷
川
倫
子

　
　
　
　
　
　

一
鍬
田
徹　

前
芝
武
史　

宮
坂
慎
司

　
　

全
議
案
と
も
異
議
な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
26
年
事
業
計
画
の
報
告
を
は
じ
め
、
第
44
回
日
彫

展
審
査
員
・
会
友
推
挙
選
考
委
員
の
発
表
、
日
彫
友
の
会
概

要
報
告
（
詳
細
4
頁
）
他
、
全
9
件
の
報
告
及
び
、
日
彫
会
・

日
彫
展
の
呼
称
に
つ
い
て
、
今
後
は
公
式
文
書
等
に
お
い
て

正
式
名
称
と
し
て
「
日
本
彫
刻
会
」「
日
本
彫
刻
会
展
覧
会
」

を
使
用
す
る
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
高
齢
者
会
員
を
祝
賀
し
て
、
名
嘉
地
千
鶴
子
先
生

に
賀
詞
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
る
と
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

本
年
開
催
さ
れ
る
第
44
回
日
彫
展
は
、
上
野
の
杜
に

戻
り
、
3
回
目
の
展
覧
会
と
な
り
ま
す
。
例
年
通
り
東

京
都
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
を
会
場
と
し
て
、

平
成
26
年
4
月
19
日
（
土
）
か
ら
4
月
30
日
（
火
）
ま
で
、

多
様
な
彫
刻
美
の
か
た
ち
を
追
求
し
た
作
品
が
展
示
さ

れ
ま
す
。
皆
様
方
の
多
く
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

《 

第
44
回
日
彫
展
開
催
要
項 

》

名
　
称　

第
44
回
日
彫
展

主
　
催　

公
益
社
団
法
人
日
本
彫
刻
会

会
　
場　

東
京
都
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ

　
　
　
　
（
東
京
都
台
東
区
上
野
公
園
８｜

36
）

会
　
期　

平
成
26
年
4
月
19
日（
土
）〜
4
月
30
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
4
月
21
日
（
月
）
休
館

　
　
　
　

開
場
時
間　

午
前
9
時
半
〜
午
後
5
時
半

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
入
場
は
午
後
5
時
ま
で
）

　
　
　
　
　

最
終
日　

午
前
9
時
半
〜
午
後
2
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
入
場
は
午
後
1
時
半
ま
で
）

入
場
料　

一
般　

7
0
0
円（
20
名
以
上
一
人
4
0
0
円
）

　
　
　
　

学
生
〔
中
・
高
・
大
生
〕
4
0
0
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
20
名
以
上
一
人
3
0
0
円
）

　
　
　
　

小
学
生　

1
0
0
円

　
　
　
　

障
が
い
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
、

　
　
　
　

及
び
付
添
2
名
ま
で　

入
場
無
料

　
　
　
　

就
学
前
幼
児
・
70
歳
以
上
の
方　

入
場
無
料

搬
　
入　

東
京
都
美
術
館　

地
下
3
階　

日
彫
展
受
付

　
　
　
　

4
月
6
日
（
日
）
午
前
10
時
半
〜
午
後
4
時

　
　
　
　

4
月
8
日
（
火
）
午
前
10
時
〜
午
後
2
時

　
　
　
　

業
者
搬
入
は
4
月
6
日
（
日
）
と
す
る
。

　

  　
※　

 

個
人
搬
入
以
外
の
宛
先
は
本
会
賛
助
会
員
・
株
式
会
社

谷
中
田
美
術
、
岡
村
美
術
運
送
店
、
株
式
会
社
イ
ン
プ

レ
ス
美
術
事
業
部
、
善
信
社
運
送
株
式
会
社
の
各
美
術

運
送
宛
と
す
る
。
但
し
、
個
人
で
以
前
か
ら
取
引
の
あ

る
業
者
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

　

  　
※　

 

搬
入
作
品
に
対
し
て
本
会
に
お
い
て
は
十
分
に
注
意
す

る
が
、
不
慮
の
災
害
及
び
紛
失
や
破
損
に
対
し
て
は
そ

の
責
任
を
負
わ
な
い
。
な
お
、
保
険
加
入
に
つ
い
て
は

個
人
の
判
断
で
行
う
も
の
と
す
る
。

点
　
数　

1
人
1
点

　
　
　
　

高
さ　

2
3
0
㎝　

以
内　

　
　
　
　

幅
・
奥
行
き　

各
1
5
0
㎝　

以
内

　
　
　
　

重
量　

1
，
0
0
0
㎏　

以
内

出
品
手
数
料　

一
般
応
募
者　

1
2
，
0
0
0
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
図
録
1
冊
贈
呈
）

審
査
員
　
山
本
眞
輔

　
　
　
　

圓
鍔
元
規　

小
俣
喜
昭　
　

楠
元
香
代
子

　
　
　
　

齋
藤
尤
鶴　

清
家
悟　
　
　

中
村
優
子

　
　
　
　

早
川
髙
師　

原
田
治
展　
　

宮
﨑
雅
司

　
　
　
　

山
崎
和
國　

阿
部
鉄
太
郎　

小
瀧
勝
平

　
　
　
　

德
安
和
博　

南
川
憲
生　
　
（
以
上
15
名
）

会
友
推
挙
選
考
委
員

　
　
　
　

楠
元
香
代
子　

齋
藤
尤
鶴　

早
川
髙
師

　
　
　
　

原
田
治
展　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
４
名
）

鑑
査
・
審
査　

4
月
12
日
（
土
）

入
選
発
表　
　

4
月
13
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　

午
後
4
時
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
発
表

賞
　

日
彫
賞　

3
名
以
内　

正
会
員
・
会
友
が
対
象

　

優
秀
賞　

5
名
以
内　

正
会
員
・
会
友
が
対
象

　

新
人
賞　

5
名
以
内　

入
選
者
が
対
象

　

西
望
賞　

1
名

第
85
回
通
常
総
会
報
告

議
事

報
告
事
項

第
41
回
日
彫
展

開
催
記

第
44
回
日
彫
展
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第
41
回
日
彫
展
開
催
記

第
41
回
日
彫
展
開
催
記

西
望
賞

第
44
回
日
彫
展
西
望
賞
審
査
員

　
　
　
　
　
　
　

美
術
評
論
家　

市
川
政
憲　

先
生

全
陳
列
作
品
を
対
象
と
し
て
、
最
も
優
れ
た
作
品

一
点
に
西
望
賞
を
授
与
す
る
。
但
し
、本
会
の
顧
問
・

理
事
・
監
事
・
及
び
前
年
度
ま
で
の
日
本
芸
術
院
賞
、

日
展
に
お
け
る
大
臣
賞
・
会
員
賞
、
日
彫
展
に
お

け
る
西
望
賞
の
受
賞
者
の
作
品
を
除
く
。

表
彰
式
及
び
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ

　

日
時　

4
月
19
日
（
土
）
午
後
5
時
〜

　

場
所　
東
天
紅
上
野
本
店
（
東
京
都
台
東
区
池
之
端
1
―
4
―
33
）

搬
出　
　

東
京
都
美
術
館　

地
下
3
階　

日
彫
展
受
付

　

陳
列
作
品　

4
月
30
日
（
水
）
午
後
2
時
半
〜
午
後
4
時
半

　
　
　
　
　
　

5
月
1
日
（
木
）
午
前
10
時
〜
正
午

　

選
外
作
品　

4
月
17
日
（
木
）
午
前
10
時
〜
午
後
2
時

　
　

※　

 

上
記
開
催
中
に
搬
出
な
き
場
合
は
そ
の
作
品

に
対
し
本
会
は
責
任
を
負
わ
な
い
。

企
画　

・
彫
刻
研
究
会　

4
月
19
日
（
土
）
午
後
1
時
〜

　
　
　

・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク　

初
日
、
最
終
日
を
除
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

期
間
中
毎
日
午
後
2
時
〜

　
　
　

・
タ
ッ
チ
ツ
ア
ー
・
鑑
賞
教
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

申
し
込
み
に
よ
り
実
施

第
44
回
日
彫
東
海
展

会
場　

愛
知
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
愛
知
県
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　
　
（
愛
知
県
名
古
屋
市
東
区
東
桜
1
―

13
―

2
）

会
期　

平
成
26
年
5
月
13
日
（
火
）
〜
5
月
18
日
（
日
）

第
44
回
日
彫
北
陸
展

会
場　

富
山
市
民
プ
ラ
ザ
（
富
山
県
富
山
市
大
手
町
6
―

14
）

会
期　

平
成
26
年
5
月
31
日
（
土
）
〜
6
月
5
日
（
木
）

◆
こ
れ
ま
で
の
歩
み

第
36
回
日
彫
展
（
平
成
18
年
）
に
お
い
て
、「
触
れ
る

彫
刻
鑑
賞
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

こ
れ
ま
で
日
彫
会
が
取
り
組
ん
で
き
た
視
覚
障
が
い
者

へ
の
彫
刻
鑑
賞
支
援
の
一
環
で
あ
り
、
主
な
活
動
内
容

は
、
東
京
近
郊
の
盲
学
校
の
児
童
生
徒
を
対
象
と
し
た

彫
刻
鑑
賞
教
室
の
開
催
、
視
覚
障
が
い
の
あ
る
成
人
の

来
館
者
を
対
象
と
し
た
タ
ッ
チ
ツ
ア
ー
の
開
催
、
及
び

こ
れ
ら
に
伴
う
調
査
研
究
で
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
第
43
回
日
彫
展
（
平
成
25
年
）

ま
で
の
8
年
間
実
施
さ
れ
、
彫
刻
鑑
賞
教
室
・
タ
ッ
チ

ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
視
覚
障
が
い
者
は
延
べ
約
4
4
0

名
に
及
び
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
多
く
の
視
覚
障
が
い
者

に
対
し
、
触
れ
る
こ
と
に
よ
る
彫
刻
鑑
賞
の
機
会
を
提

供
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
言
え
ま
す
。

ま
た
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
彫
刻
鑑
賞
教
室
・
タ
ッ

チ
ツ
ア
ー
の
実
施
・
検
証
・
改
善
を
通
し
て
、
よ
り
質

の
高
い
鑑
賞
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
研
究
を
重
ね
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
視
覚
障
が
い
者
に
対
し
て
、
作
品

の
素
材
・
寸
法
・
モ
チ
ー
フ
・
技
法
な
ど
多
用
な
表
現

と
の
出
会
い
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
、
参
加
者
の
彫

刻
を
鑑
賞
す
る
力
を
培
い
、
彫
刻
作
品
の
本
質
的
な
表

現
（
量
感
・
存
在
感
・
世
界
観
）
を
味
わ
う
こ
と
の
喜

び
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
成
果
は
、
新
聞
や
ラ
ジ
オ
な
ど
で
高
く
評

価
さ
れ
、
日
彫
会
の
取
り
組
み
が
、
視
覚
障
が
い
者
の

彫
刻
鑑
賞
支
援
の
推
進
・
拡
充
の
一
翼
を
担
う
存
在
と

し
て
、
広
く
社
会
か
ら
期
待
さ
れ
る
も
の
と
な
り
ま
し

た
。

さ
ら
に
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
平
成
22
年
か
ら

公
益
社
団
法
人
と
な
っ
た
日
彫
会
の
使
命
を
果
た
す
こ

と
に
貢
献
し
た
だ
け
で
な
く
、
我
々
が
彫
刻
家
と
し
て
、

触
覚
芸
術
で
あ
る
彫
刻
の
魅
力
・
表
現
の
可
能
性
を
再

認
識
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
作
家
と
鑑
賞
者
の
相

互
関
係
の
下
、
発
展
を
遂
げ
て
き
た
日
彫
会
に
と
っ
て
、

様
々
な
鑑
賞
者
と
の
関
わ
り
は
新
た
な
制
作
の
原
動
力

と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
日
彫
友
の
会
の
発
足

こ
れ
ま
で
、
日
彫
会
の
歴
史
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た

視
覚
障
が
い
者
へ
の
彫
刻
鑑
賞
支
援
は
、
ご
厚
意
で
協

力
し
て
く
だ
さ
る
外
部
の
方
々
の
ご
尽
力
が
あ
っ
て
、

は
じ
め
て
、
日
彫
会
と
し
て
企
画
・
運
営
を
行
な
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
視
覚
障
が
い
の
あ
る
方
、
盲
学
校

の
教
員
、
大
学
な
ど
の
研
究
機
関
、
様
々
な
方
々
の
ご

協
力
で
す
。
例
え
ば
、
ど
の
よ
う
な
作
品
が
触
れ
て
鑑

賞
す
る
際
に
適
当
な
の
か
、
視
覚
障
が
い
の
あ
る
方
に

配
慮
す
べ
き
点
、
点
訳
に
適
し
た
作
品
解
説
文
の
書
き

方
、
タ
ッ
チ
ツ
ア
ー
・
鑑
賞
教
室
の
当
日
の
タ
イ
ム
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
に
関
し
て
、
本
会
だ
け
で
は
気
づ
け

な
い
点
を
当
事
者
と
し
て
、
専
門
家
と
し
て
ご
協
力
い

た
だ
い
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
昨
年
の
理
事
会
、
今
年
1
月
の
通
常
総
会

を
経
て
、
新
た
に
「
日
彫
友
の
会
」
が
発
足
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
視
覚
障
が
い
者
へ
の
鑑
賞
支
援
に
ご

協
力
く
だ
さ
る
方
々
を
「
日
彫
友
の
会
」
会
員
と
し
、

展
覧
会
委
員
「
触
れ
る
彫
刻
鑑
賞
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
部
」

を
「
鑑
賞
支
援
部
」
に
改
称
し
、
双
方
が
明
確
な
位
置

づ
け
の
も
と
協
働
す
る
関
係
に
な
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、

こ
れ
か
ら
は
視
覚
障
が
い
者
へ
の
彫
刻
鑑
賞
支
援
に
対

し
て
、
日
彫
会
会
員
だ
け
で
な
く
広
く
社
会
の
方
々
と

と
も
に
、
日
彫
会
の
内
部
・
外
部
が
一
緒
に
連
携
・
協

力
し
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

日
彫
友
の
会 

発
足

～
視
覚
障
が
い
者
へ
の
彫
刻
鑑
賞
支
援
の

　
　
　
　
　
　
　
新
た
な
展
開
に
向
け
て
～
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◆
日
彫
会
と
日
彫
友
の
会
の
連
携

日
彫
友
の
会
は
、
日
彫
会
の
趣
意
に
賛
同
し
、
視
覚

障
が
い
者
の
方
々
と
と
も
に
、
彫
刻
鑑
賞
の
推
進
・
拡

充
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
会
で
す
。
日
彫
友

の
会
会
員
と
は
、
こ
の
目
的
に
賛
同
さ
れ
た
方
で
あ
り
、

日
彫
会
の
会
員
如
何
を
問
わ
ず
、
広
く
社
会
の
方
々
を

会
員
と
し
ま
す
。
尚
、
日
彫
友
の
会
会
長
は
、
日
彫
会

の
委
員
長
が
兼
任
し
ま
す
。

日
彫
友
の
会
会
員
と
日
彫
会
会
務
委
員
の
双
方
か
ら
、

連
絡
調
整
委
員
（
6
〜
7
名
）
が
会
長
に
よ
っ
て
選
ば

れ
ま
す
。
連
絡
調
整
委
員
は
、
大
き
く
二
つ
の
役
割
を

担
い
ま
す
。

一
つ
目
は
、
友
の
会
で
の
活
動
の
ま
と
め
役
で
す
。

次
頁
の
図
の
よ
う
に
、
連
絡
調
整
委
員
が
活
動
の
方
向

性
を
話
し
合
い
決
定
し
、
会
員
に
連
絡
し
ま
す
。
活
動

ご
と
に
参
加
で
き
る
会
員
が
集
ま
り
、
連
絡
調
整
委
員

の
ま
と
め
の
も
と
活
動
し
ま
す
。

二
つ
目
は
、
日
彫
会
と
の
連
絡
・
調
整
を
図
る
こ
と

で
す
。
日
彫
会
と
日
彫
友
の
会
が
密
に
連
携
し
な
が
ら
、

タ
ッ
チ
ツ
ア
ー
や
鑑
賞
教
室
な
ど
の
企
画
・
運
営
を
行

な
え
る
よ
う
、
連
絡
調
整
委
員
が
パ
イ
プ
役
と
な
り
ま

す
。こ

の
よ
う
に
、
連
絡
調
整
委
員
が
友
の
会
の
活
動
を

支
え
る
こ
と
に
よ
り
、
日
彫
会
と
協
働
す
る
関
係
を
つ

く
り
ま
す
。
尚
、
日
彫
会
は
友
の
会
設
立
だ
け
で
な
く
、

連
絡
調
整
委
員
を
通
し
て
、
友
の
会
運
営
全
般
の
サ
ポ
ー

ト
を
行
な
い
ま
す
。

◆
日
彫
友
の
会
の
具
体
的
な
活
動
内
容

発
足
時
の
主
な
活
動
内
容
は
次
の
四
つ
で
す
。

（
一
）
日
彫
展
で
の
視
覚
障
が
い
者
の
鑑
賞
支
援

触
れ
る
彫
刻
鑑
賞
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
取
り
組
ん
で
い

た
タ
ッ
チ
ツ
ア
ー
・
鑑
賞
教
室
の
企
画
・
運
営
を
、
主

に
日
彫
展
の
鑑
賞
支
援
部
と
協
働
し
て
行
い
ま
す
。
触

れ
る
こ
と
が
で
き
る
作
品
の
選
定
、
作
品
解
説
文
の
作

成
、
作
品
解
説
文
の
点
訳
依
頼
、
タ
ッ
チ
ツ
ア
ー
・
鑑

賞
教
室
の
実
施
、
タ
ッ
チ
ツ
ア
ー
・
鑑
賞
教
室
の
参
加

者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
約
、
反
省
点
お
よ
び
改
善
案
の
検

討
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
二
）
触
れ
て
鑑
賞
で
き
る
彫
刻
展
の
啓
発
・
情
報
の
発

信
（
日
彫
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
発
信
）

視
覚
障
が
い
者
が
触
れ
て
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
る

彫
刻
の
展
覧
会
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
を
踏
ま

え
た
啓
発
活
動
を
行
い
、
普
及
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

触
れ
て
鑑
賞
で
き
る
彫
刻
展
の
情
報
を
発
信
し
ま
す
。

尚
、
こ
の
活
動
は
主
に
、
日
彫
会
会
員
、
会
務
委
員
、

事
務
と
協
働
し
て
行
な
い
ま
す
。

第 3 6 回
日 彫 展
（Ｈ 18 年）

鑑賞教室：筑波大学附属盲学校（高校
生 16 名）、東京都立葛飾盲学校（中学
生 14 名）、東京都立久我山盲学校（小
学生 28 名）

タッチツアー：通算参加者　約 10 名

第 3 7 回
日 彫 展
（Ｈ 19 年）

鑑賞教室：筑波大学附属盲学校（高校
生 19 名）、東京都立久我山盲学校（小
学生 11 名）、東京都立葛飾盲学校（中
学生 4名）

タッチツアー：通算参加者　約 11 名

第 3 8 回
日 彫 展
（Ｈ 20 年）

鑑賞教室：東京都立文京盲学校（高校
生 8名）、千葉県立千葉盲学校（中学
生 9名）、筑波大学附属視覚特別支援
学校（中高生 14 名）、東京都立久我校
（小学生 7名）、東京都立葛飾盲学校（中
学生 6名）

タッチツアー：通算参加者　約 10 名

第 3 9 回
日 彫 展
（Ｈ 21 年）

鑑賞教室：筑波大学附属視覚特別支援
学校（高校生 17 名）、東京都立葛飾盲
学校（中学生 6名）、東京都立久我山
盲学校（小中学生 32 名）

タッチツアー：通算参加者　約 32 名

第 4 0 回
記 念
日 彫 展
（Ｈ 22 年）

鑑賞教室：東京都立久我山青光学園（小
学生 9名）、筑波大学附属視覚特別支
援学校（高校生 19 名）、東京都立葛飾
盲学校（中学生 7名）

タッチツアー：通算参加者　約 7名

第 4 1 回
日 彫 展
（Ｈ 23 年）

鑑賞教室：東京都立久我山青光学園（小
学生 9名）、東京都立葛飾盲学校（中
学生 11 名）、筑波大学附属視覚特別支
援学校（高校生 17 名）

タッチツアー：通算参加者　約 8名

第 4 2 回
日 彫 展
（Ｈ 24 年）

鑑賞教室：東京都立久我山青光学園（小
学生 38 名）、東京都立葛飾盲学校（中
学生 4名）

タッチツアー：通算参加者　約 10 名

第 4 3 回
日 彫 展
（Ｈ 25 年）

東京都立久我山青光学園（小学生 16
名）、東京都立葛飾盲学校（中学生 1
名）、筑波大学附属視覚特別支援学校
（高校生 17 名）

タッチツアー：通算参加者　約 3名

「触れる彫刻鑑賞プロジェクト」鑑賞教室・タッチツアー参加者数
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（
三
）
日
彫
展
の
作
品
解
説
文
や
研
究
誌
（
ア
ー
ト
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
）
な
ど
の
点
訳

タ
ッ
チ
ツ
ア
ー
や
鑑
賞
教
室
で
、
視
覚
障
が
い
の
あ

る
方
が
読
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
日
彫
展
の
作
品
解

説
文
を
点
訳
し
た
も
の
を
作
成
し
ま
す
。
ま
た
、
多
く

の
方
々
が
彫
刻
に
つ
い
て
見
聞
を
広
め
ら
れ
る
よ
う
、

研
究
誌
で
あ
る
ア
ー
ト
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
な
ど
に
つ
い
て

も
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
化
し
た
も
の
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
、
視
覚
障
が
い
の
あ
る
方
で
も
、
耳
で
聞
い
て

読
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。
尚
、
こ
の
活
動

に
お
い
て
は
、
主
に
鑑
賞
支
援
部
、
会
務
委
員
、
出
版
・

広
報
委
員
と
協
働
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

（
四
）
日
彫
会
報
で
の
活
動
報
告

友
の
会
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
、
年
１
回
程
度
、
日

彫
会
報
に
お
い
て
報
告
し
ま
す
。
こ
の
活
動
で
は
、主
に
、

鑑
賞
支
援
部
、
会
務
委
員
、
出
版
・
広
報
委
員
と
協
働

し
ま
す
。
以
上
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
視
覚
障
が
い

者
へ
の
鑑
賞
支
援
の
流
れ
を
踏
襲
し
な
が
ら
も
、
友
の

会
が
設
立
さ
れ
た
か
ら
こ
そ
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
が
活
動
内
容
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
以

上
に
彫
刻
鑑
賞
の
推
進
・
拡
充
に
対
し
て
貢
献
し
、
日

彫
会
の
益
々
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
日
彫
友
の
会
は
発
足
間
も
な
い
会
で
す
。

日
彫
会
の
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
な
く
し
て
は
、
成
り

立
ち
ま
せ
ん
。
日
彫
会
と
日
彫
友
の
会
が
互
い
に
高
め

あ
え
る
関
係
と
な
る
よ
う
、
お
力
添
え
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
日
彫
友
の
会
の
申
し
合
わ
せ
事
項
に
関
し
て
は
、
今

年
1
月
の
第
85
回
通
常
総
会
資
料
に
掲
載
し
て
お
り
ま

す
。

《日彫友の会　活動モデル》

日
彫
友
の
会
連
絡
調
整
委
員

主
任　

永
江
智
尚
（
日
彫
会
会
員
）

　
　
　

青
松
利
明

　
　
　

青
松
紀
野

　
　
　

中
原
篤
徳
（
日
彫
会
会
員
）

　
　
　

小
橋
暁
子
（
日
彫
会
会
員　

会
務
委
員
）

　
　
　

半
田
こ
ず
ゑ

　
　
　

宮
坂
慎
司
（
日
彫
会
会
員　

出
版
・
広
報
委
員
） 鑑賞教室の様子
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第
9
回
日
彫
会
新
鋭
選
抜
展

本
年
6
月
に
、
銀
座
ギ
ャ
ラ
リ
ー
青
羅
に
お
い
て
、

9
回
目
を
数
え
る
日
彫
会
新
鋭
選
抜
展
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
日
彫
会
新
鋭
選
抜
展
は
、
日
本
彫
刻
会
の
次
代
を

担
う
新
鋭
に
よ
る
意
欲
的
な
作
品
が
並
ぶ
展
覧
会
で
す
。

会
期
中
、
お
近
く
に
お
越
し
の
際
に
は
是
非
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

詳
細
に
つ
い
て
は
左
記
の
通
り
で
す
。

会
　
場　

美
術
会
館
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
青
羅

会
　
期　

平
成
26
年
6
月
1
日
（
日
）
〜
6
月
14
日
（
土
）

出
品
者　

小
関
良
太　
　

梶
川
俊
一
郎　

神
谷
睦
代

　
　
　
　

小
宮
山
美
貴　

高
石
麻
代　
　

髙
野
真
悟

　
　
　
　

寺
山
三
佳　
　

德
安
和
博　
　

丹
羽
俊
揮

　
　
　
　

宮
坂
慎
司　
　

森
矢
真
人　
　

桑
原
秀
栄

　
　
　
　

小
橋
暁
子　
　

佐
藤
徹　
　
　

鈴
木
紹
陶
武

　
　
　
　

田
村
さ
つ
き　

時
田
直
彦　
　

永
江
智
尚

　
　
　
　

長
谷
川
倫
子　

三
宅
信
行　
　

森
田
一
成

　
　
　
　

横
山
丈
樹　
　

上
松
真
弥　
　

志
満
津
華
子

　
　
　
　

武
本
大
志　
　

山
本
将
之　
　
（
以
上
26
名
）

昨
年
秋
、
保
存
修
復
工
事
を
終
え
た
朝
倉
彫
塑
館
が
、

4
年
半
ぶ
り
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
こ
と
は

皆
さ
ん
の
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。
朝
倉
文

夫
が
過
ご
し
た
57
年
、
土
と
語
ら
っ
た
日
々
が
そ
こ
に

は
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

言
わ
ず
も
が
な
、
朝
倉
文
夫
は
日
本
近
代
彫
刻
の
重

鎮
で
あ
り
、
日
本
彫
刻
会
の
創
立
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で

す
。
大
分
県
大
野
郡
池
田
村
（
現
豊
後
大
野
市
）
に
生

ま
れ
た
朝
倉
は
、
東
京
美
術
学
校
（
現
東
京
藝
術
大
学
）

を
卒
業
す
る
頃
に
は
既
に
新
進
気
鋭
の
彫
塑
家
と
し
て

頭
角
を
現
し
、
文
展
を
中
心
に
精
力
的
に
制
作
を
重
ね

ま
し
た
。
昭
和
23
年
に
は
、
彫
刻
家
と
し
て
初
め
て
文

化
勲
章
を
受
章
し
て
い
ま
す
。

先
に
挙
げ
た
、
総
括
的
に
朝
倉
の
彫
刻
芸
術
に
触
れ

ら
れ
る
朝
倉
彫
塑
館
を
始
め
、
上
野
駅
の
《
翼
の
像
》

や
《
三
相　

智
情
意
》、
早
稲
田
大
学
早
稲
田
キ
ャ
ン
パ

ス
の
《
大
隈
重
信
像
》
な
ど
、
現
代
に
お
い
て
も
朝
倉

の
彫
刻
は
多
く
の
地
に
根
付
い
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

今
回
の
彫
刻
散
歩
で
は
、
慶
應
義
塾
大
学
三
田
キ
ャ
ン

パ
ス
内
東
門
付
近
に
設
置
さ
れ
て
い
る
《
平
和
来
》
を

紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

重
要
文
化
財
で
あ
る
三
田
演
説
館
や
赤
レ
ン
ガ
の
図

書
館
旧
館
な
ど
、
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
美
し
い
キ
ャ
ン

パ
ス
に
凛
と
立
つ
《
平
和
来
》
は
、
昭
和
27
年
第
8
回

日
展
に
出
品
さ
れ
た
作
品
で
す
。
一
貫
し
て
自
然
主
義

的
写
実
を
追
究
し
た
朝
倉
の
、
円
熟
し
た
彫
塑
表
現
を

感
じ
ら
れ
る
男
性
の
立
像
で
す
。
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
な

か
に
あ
っ
て
、
そ
の
卓
越
し
た
描
写
ゆ
え
に
、
と
き
に

批
判
の
対
象
と
も
な
っ
た
朝
倉
の
写
実
で
す
が
、
そ
の

表
現
の
根
幹
に
は
や
は
り
生
命
の
躍
動
が
あ
り
、
彫
刻

の
発
す
る
息
づ
か
い
は
こ
の
作
品
に
お
い
て
も
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
平
和
来
」
と
い
う
題
名
に
願
い
を
込
め
た
の
で
し
ょ

う
、
こ
の
作
品
は
戦
没
し
た
塾
員
に
捧
げ
る
像
と
し
て
、

昭
和
7
年
卒
業
生
よ
り
、
卒
業
25
年
記
念
と
し
て
寄
贈

さ
れ
、
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
台
座
に
は
、「
丘
の
上
の
平

和
な
る
日
々
に　

征
き
て
還
ら
ぬ
人
々
を
思
ふ
」
と
、

戦
時
中
塾
長
で
あ
っ
た
小
泉
信
三
の
碑
文
が
刻
ま
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
春
に
は
空
間
を
彩
る
よ
う
に
咲
く
桜

を
背
景
と
し
て
、
平
穏
な
時
間
を
見
据
え
て
い
る
よ
う

で
す
。

キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
は
他
に
も
、
朝
倉
文
夫
作
《
小
山

第 8 回展作品展示風景

《
平
和
来
》
　ブ
ロ
ン
ズ

　

1952   

（
写
真
8
頁
）

　朝
倉
文
夫
（1883 

〜 1964

）

　設
置
場
所 

慶
應
義
塾
大
学
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
内

　
　
　
　
　
　東
京
都
港
区
三
田
2-

15-

45

Ⅶ

朝倉文夫による彫塑制作の様子

写
真
提
供

：

朝
倉
彫
塑
館
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内
薫
胸
像
》
や
、
北
村
四
海
、
菊
池
一
雄
、
イ
サ
ム
ノ

グ
チ
を
は
じ
め
と
す
る
彫
刻
家
た
ち
の
優
作
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
東
京
散
策
の
際
に
は
彫
刻
散
歩
に
立

ち
寄
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

本
年
は
朝
倉
文
夫
没
後
五
十
年
の
年
と
な
り
ま
す
。

朝
倉
が
逝
去
し
た
1
9
6
4
年
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
開
か
れ
た
年
で
あ
り
、
新
し
い
時
代
を
感
じ
さ
せ
る

潮
流
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
年
は
、
国
立
西
洋

美
術
館
に
お
い
て
ミ
ロ
の
ビ
ー
ナ
ス
特
別
公
開
が
催
さ

れ
、
美
の
原
点
が
確
認
さ
れ
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。 

「
一
日
土
を
い
じ
ら
ざ
れ
ば
、
一
日
の
退
歩
」
と
い
う
朝

倉
文
夫
の
教
え
を
今
一
度
噛
み
締
め
な
が
ら
、
伝
統
と

革
新
に
つ
い
考
え
、
彫
塑
表
現
と
向
き
合
っ
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。

写
真
提
供
　

慶
應
義
塾
大
学
ア
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

・
田
町
駅
（
J
R
山
手
線
・
京
浜
東
北
線
）
徒
歩
8
分

・
三
田
駅
（
都
営
地
下
鉄
浅
草
線
・
三
田
線
）
徒
歩
7
分

・
赤
羽
橋
駅
（
都
営
地
下
鉄
大
江
戸
線
）
徒
歩
8
分

　
　
　
　
訃
　
　
報

　

左
記
の
方
が
長
逝
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
哀
悼
の

意
を
表
し
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

賛
助
会
員　

川
副
美
術
鋳
造
所

　
　
　
　
　

代
表　

川
副
庄
三
郎  

様

　
　
　

平
成
25
年
12
月

◆
編
集
に
際
し
ま
し
て
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
朝
倉
彫
塑

館
・
戸
張
泰
子
様
、
慶
應
義
塾
大
学
ア
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
・

渡
部
葉
子
様
、
並
び
に
先
生
方
に
謹
ん
で
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

◆
本
号
で
は
、
新
た
に
発
足
さ
れ
た
「
日
彫
友
の
会
」

に
つ
い
て
ご
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
同
会
は
、
旧

来
の
視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
彫
刻
鑑
賞
支
援
を
、

よ
り
社
会
に
拓
か
れ
た
形
で
、
拡
充
す
る
こ
と
を
目
指

し
発
展
さ
せ
た
も
の
で
す
。
今
後
と
も
皆
様
の
ご
指
導
、

ご
協
力
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

◆
「
東
京
彫
刻
散
歩
」
で
は
、
本
会
の
源
流
で
あ
る
「
日

本
彫
塑
家
倶
楽
部
」
の
創
立
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
朝
倉

文
夫
先
生
を
採
り
あ
げ
ま
し
た
。
朝
倉
先
生
は
、
大
正

期
か
ら
「
東
台
彫
塑
会
」、「
蕃
土
拉
舎
」
と
い
っ
た
団

体
を
結
成
し
、
一
般
の
人
々
が
興
味
を
持
っ
て
彫
刻
鑑

賞
で
き
る
展
覧
会
を
企
画
し
実
践
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
先
達
に
よ
る
戦
前
か
ら
の
活
動
に
よ
っ
て
、

我
が
国
に
お
け
る
彫
塑
表
現
の
興
隆
が
今
に
続
い
て
い

る
こ
と
が
偲
ば
れ
ま
す
。

編
集
委
員　

堀
内 

秀
雄　

長
谷
川 

倫
子　

一
鍬
田 

徹

　
　
　
　
　

前
芝 

武
史　

三
政 

洋
一　

宮
坂 

慎
司

日
彫
会
報
№
72
　
平
成
26
年
2
月
28
日
発
行
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